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〜真の友人からの手紙〜

　新年あけましてお

めでとうございます。

皆様には穏やかな新年

を迎えられたこととお慶

び申し上げます。

　さて、昨年は有名な大企業の不祥事が続

きました。前半では大手電機メーカーが社

長３代にわたって粉飾決算を行ったことと

か、世界的大手エアバッグ・メーカーの製

品不具合（爆発）が話題となりました。後

半では大手建設業者及び化学製品メーカー

による建築物の杭打ち工事データーが捏造

されており、マンションが傾いたことが話

題となりました。今や「メイド・イン・ジャ

パン」は高品質の代名詞かと思うのですが、

どうしたことでしょうか？

　日本は昔から「和」の世界と言われます。

有名な聖徳太子の17条憲法の第１条が「和

を以て貴しとなす」です。「和」とはパッ

と見た目には争い事を避ける、あるいは嫌

う、心地よい言葉のように見えます。しか

し、ここで注意しなければならないことが

日本の歴史や文化を顧みると浮かんできま

す。すなわち、「和」が「輪」と同一化さ

れている事例が多々あります。この「輪」

とは2014年まで放送されていた「笑って

いいとも」の「テレフォン・ショッキング」

で使われていた「友達の輪」という言葉を

イメージして戴くのが良いかと考えます。

そして、自分がどれくらいの大きさの「和

（輪）」の中にいるか…という事を常に心し

ておくべきかと考えます。家族や友人など

少人数の「和（輪）」の中？会社や同業者

の「和（輪）」の中？その「輪」の中で「和」

が保たれていても、「輪」の外から見たら

非常識や、違法なこととなっているかもし

れません。前述の大企業不祥事は会社の一

部職員の「和（輪）」からの産物なのでは

ないでしょうか？すなわち、「赤信号、み

んなで渡ればこわくない」です。

　世の中には皆で守るべきものとして、法

や規則があります。これにて、大きな「和」

が保たれるようになっています。当院の職

員もこの大きな「和」の中で、皆様との身

近な「和」に心掛けますので、本年も宜し

くお願い申し上げます。
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